
 

 

①住まいの安全対策をしてください。 

【家具の数を減らす、背の低い家具にする、配置を工夫する】 

家具が転倒すると、ケガをするほか、室内が散乱して生活を続けられなくなります。 

家具の数を減らしたり、背の低い家具にしたりすることが難しい場合は、家具転倒

防止器具を取付けましょう。港区は、家具転倒防止器具等の助成及び、高齢者・障

害者・妊産婦・ひとり親世帯への取付支援を行っていますので、活用しましょう。 

 

②水・食料・携帯トイレを７日分以上備蓄してください。 

【常温で日持ちのする食料などを多めに買う】 

食料、水はあっという間になくなります。また、しばらくトイレの水を流せなくなる

可能性が高いため、携帯トイレがないと自宅での生活が難しくなります。 

避難所は、自宅が倒れるなどして住めなくなってしまった人で大変混雑する可能性があります。

建物に大きな被害がなく自宅で生活できる人は、可能な限り避難所には行かず自宅で生活を続け

ることが重要です。自分の家庭に合った備蓄を、しっかり用意しておきましょう。 

 

 

 

 

 

①大地震発生時には、水を流さないでください。 
地震により、マンション内の排水管が壊れている可能性があります。もし、

壊れているのにトイレや台所などから水を流すと、低層階で水が漏れ、大き

な迷惑になる可能性があります。排水管が壊れていないことが確認できるま

で、水を流すのはやめましょう。 

 

②避難する際、連絡先を管理者等に伝えてください。 
近所の人などが心配したり、緊急修理の実施に支障をきたす可能性があり

ます。避難などのため長期間留守にする場合は、ブレーカーを落とし、ガス、

水道の元栓を閉めたうえで、連絡先を管理組合、管理員などに伝えましょう。 

大震災への事前準備、できていますか？ 
 

大地震発生後の心得、知っていますか？ 

 
 

 


